
 

 

 

 

 

 

              ※今月の題字は、2年 4組の SAさんでものです。 

 

「ありがとうございました」と「Take it easy!」 

校長 生田目 将 

 学校の一日は、朝のあいさつに始まり、さまざまな学びや活動の中、生徒も教職員も「楽

しさ・嬉しさ・達成感・苦労・悩みなど」の様々な思いを自己解決、相談、話し合いなどに

より処理していくことを経て、夕方の下校のあいさつで締めくくられます。それはそれは、

とても有意義で困難も付きまとう時間を生徒も教職員も過ごしていることに最近思いふける

ことがある。そこで、私はその終わりの場面で「さよなら」と声をかけるが、「お疲れ様で

した」という言葉をあえて使わないようにしています。もちろん労をねぎらう気持ちはある

のですが、その言葉には「疲れて当然」「しんどかったね」といったニュアンスが含まれる

ようにも強く感じるからです。 

 中学生の毎日は、挑戦と成長の連続です。「大変」だったことを重要視したくなく、むし

ろ、心が充実し、笑顔で帰ることに目を向けたいのです。そんな子どもたちや先生には、

「今日もありがとう」「よく頑張ったね」という感謝と敬意の言葉をかけたいと思うので

す。 

 特に教職員に対しては、一日の終わりに「ありがとうございました」という言葉で、その

日をともに創り上げてくれたことへの感謝の気持ちを伝えたいと考え、実行しています。互

いに支え合い、敬意をもって感謝を交わすこと。それが学校を温かくする大切な文化だと信

じています。 

 もうひとつ、私が心がけている別れのあいさつがあります。それは「Take it easy!」で

す。在外教育施設サンフランシスコ日本語補習校に派遣されていた頃、現地の教職員や保護

者たちが、別れ際に気軽に交わしていたこの言葉（Take it easy!）が、とても印象的でし

た。「さようなら」とともに「無理しすぎず、気楽にね」という温かい気遣いがこもった一

言。私はこの表現が気に入り、それ以来、私自身も意識して使うようになりました。 

 生徒にも教職員にも、学校を離れるひとときに、「ありがとうございました、Take it 

easy!」と声をかけることで、一日を感謝の気持ちで丁寧に締めくくり、明日への元気を皆

さんに届けられたらと願っています。 

 数日後に、44日間の夏季休業に入ります。8月下旬の暑さ対策の意味も含め、今年度の 2

学期のスタートは 9月 1日です。日本の学校の 2学期は 9/1からという風習で生徒保護者か

らも好評を聞きます。最近で一番長い夏休みを安全で有意義にお過ごしください。2学期の

再開・再会を楽しみにしております。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

○東京都選手権水泳競技大会 少年 B女子 200ｍバタフライ 第 1位 

                    200ｍメドレー  第 2位 

                         100ｍバタフライ 第 3位 MY（３年） 

○三多摩地区柔道高点試合 敢闘賞 

第 43回東京都中学校多摩ブロック体重別大会 81㎏級 第 1位 YK（3年） 

○熱中症対策標語コンテスト  京王ストア賞  OI（3年） 

               セーブライフ賞 NR（1年） 

○日南地区中学校卓球選手権大会 団体戦 第 3位 

個人戦 第 3位 MK（3年） 

 

 

 

7/5（土） 道徳授業地区公開講座 18（金） 終業式 

7（月） 生徒会朝礼 生徒会選挙告示 22（火） 

～28（月） 
三者面談 夏季学習会 

11（金） 伝統文化体験 

12（土） 数学検定 8/12（火） 

～18（月） 
学校閉庁日 

14（月） 生徒会役員選挙立候補締切 

15（木） 避難訓練 9/1（月） 始業式 

17（水） 大掃除   

第 1回定期考査 
6月 18日（水） 

～20日（金） 

1年生にとっては初

めての定期考査でし

た。誰もが集中して取

り組むことができてい

ました。 

あいさつ運動 
6月 23 日（月） 

～27日（金） 

「ＨａｐｐｙＭｏｒｎｉｎｇ」

の大きな声のあいさつ

から、元気よく 1日を始

めることができました。 

じゃがいも堀り 5組校外学習 

6月 27日（金） 

上野動物園と東京

国立博物館に行ってき

ました。楽しみながらた

くさんのことを学習でき

ました。 

6月 24日（火） 

地域学校協働本部

と生徒会が協力して、

今年のジャガイモを掘

りました。 



 


